
阿智村事務事業評価シート
担当者 教育委員会 保育園係

①事務事業の概要

昭和31年 事業の終期

②事務事業の計画（PLAN）、取組（DO)

項目 金額 項目 金額 項目 金額

人件費 165,694 工事請負費 22,016
報償費 540 その他 5,586
需用費 21,201
原材料費、備品 1,693 216,730

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
実績額 (千円) 201,642 198,319 216,730 224,841 224,841

うち一般財源 154,104 146,688 151,815 181,092 181,092

うち補助金 13,459 19,497 33,403 12,223 12,223

うち個人負担 34,079 32,134 31,512 31,526 31,526

正規職員 18 17 17 20 20

臨時職員 25 29 32 32 32

③評価（CHECK)
区分 個別判定 総合判定
必要性 a

a

a

a

有効性 A

効率性 b

b

公平性 受益者負担は適切か A

④改善（ACTION)
継続・維持

所得に応じた保育料を算定しており適切である

就学前の基本的な生活習慣や社会性の習得に効果が得られた

判定理由

子育て支援のため、保育事業のニーズは高い

全ての子どもに保育を保障するため妥当である

総合評価

歳出の
内訳
(千円)

村の関与は妥当か

手段、成果は妥当か

住民のニーズは高いか

公立保育園の果たす役割は大きく妥当である

対象者の設定は妥当か

期待された効果が得られ
たか

事業の方向性

課題

今後の取り組み 複数の副園長を配置し、効率的かつ迅速的に保育事業が行われるように工夫する。

未満児保育や延長保育の充実に対する環境整備や職員の確保。
智里西保育園の耐震化。

B

A

コストの削減に努めたか

効率性を高める工夫はさ
れたか

入所判定を行っており妥当である

１．個性を尊重し、心豊かな人生を送れる村／教育文化の向上／保育園
阿智村子ども・子育て支援事業計画

A

需用費の節減を行ったが、さらなる見直しが必要

効率的な職員配置を検討した

関連する主な計画等

(人)
従事職員

事務事業名

実施方法
事業の対象者
事業開始年

保育事業

総合計画での位置づけ

児童福祉法

区分

事
業
コ
ス
ト

具体的取組 あふち保育園、伍和保育園、智里東保育園、智里西保育園、浪合保育園、清内路保育園の運営（親
子交通安全教室、親子遠足、畑・栽培活動、参観日、プール遊び、親子歯科指導、夏祭り、運動会、
遠足、散歩、正月遊び）
延長保育、未満児保育
保育職員研修

実績・効果

根拠法

対象年齢児童および保護者

実施目的 保育園は、児童福祉法に基づく児童福祉施設で、保育に欠ける子どもの保育を行い、その健全な心
身の発達を図ることを目的とする。

【園児数】                                                                                　　　 （　）は未満児数　（内数）

・清内路保育園改修（耐震改修工事）
・智里東保育園未満児保育開始

直接実施 業務委託 補助金交付 負担金 その他 

時期不明 終期未定 

平成27年度 113 (40) 39 32 (8) 7 (1) 11 (1) 9 211 (50)
平成26年度 120 (42) 49 23 8 (1) 13 (3) 11 (1) 224 (47)
平成25年度 130 (43) 35 15 7 15 (5) 10 (3) 212 (51)

智里西 浪合 清内路 合計あふち 伍和 智里東


